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事務連絡：関連情報

宇宙基本計画：衛星測位に関わる主なポイント
https://www8.cao.go.jp/space/plan/plan2/kaitei_fy05/honbun_fy05.pdf

【衛星測位機能の強化】（Ｐ20-(a) 宇宙安全保障のための宇宙システム利用の抜本的拡大）

① 同盟国との協力により高い抗たん性を有する衛星測位機能を担保しつつ、自律測位の観点から準
天頂衛星システムの機能性や信頼性を高め、衛星測位機能を強化する。そのため、準天頂衛星シ
ステムについて、7機体制から11機体制に向け、コスト縮減等を図りつつ、検討・開発に着手する。ま
た、欧米における政策・研究開発動向を見据えつつ、将来システム検討及び研究開発を進める。

② 防衛省及び海上保安庁は、準天頂衛星システムを含む複数の測位信号の受信機の導入を推進す
る。また、防衛省は、宇宙空間での測位信号の活用について検討を進める。

【Beyond5G 時代を見据えた次世代通信技術開発・実証支援】
① 2030 年代に実現を目指している次世代の通信技術である Beyond 5G を見据え世界の開発

競争が激化している中、陸・海・空さらには宇宙をシームレスにつなぐために、我が国が非地上系ネッ
トワーク（NTN）を世界に先駆けて開発・実装していく。それにより、現在ネットワークが整備されて
いない遠隔地に加え、ドローンや空飛ぶ車等の飛行体への通信サービスの提供など多様な通信サー
ビスの実現や、地政学リスクや災害リスクに備えた強靱なネットワークの実現を目指していく。

【フルデジタル化通信衛星の実装に向けた開発・実証支援】
① 国際的に急速に進展する通信衛星の大容量化、デジタル化を実現し、変動する通信需要に迅速

かつ柔軟に対応可能なハイスループット衛星通信技術を確立するため、技術試験衛星 9 号機
（ETS-9）を 2025 年度に打ち上げるべく、必要な開発を継続するとともに、打上げ後の海外展
開を含めた実装を着実に進め、当該分野における国際競争力強化を図っていく。

測位と通信とのシナジーも重要

（１）宇宙基本計画および工程表閣議決定（令和5年６月13日）
-QZSSはいよいよ11機体制を視野に

https://www8.cao.go.jp/space/plan/plan2/kaitei_fy05/honbun_fy05.pdf
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事務連絡：関連情報
宇宙基本計画：衛星測位に関わる主なポイント（続き）

【7機体制の着実な構築と11機体制に向けた検討・開発着手】（Ｐ27-(c)準天頂衛星システム）

① 持続測位を可能とする７機体制構築に向け、H3 ロケットの開発状況を踏まえて、2023 年度から
2024 年度にかけて順次準天頂衛星を打上げ、引き続き着実に開発・整備を進める
② 準天頂衛星システムがアジア太平洋地域での社会インフラとして貢献できるよう、海外向け高精度

測位サービス（MADOCA－PPP）や「災害・危機管理通報サービス」について、必要な機器の整
備や人材育成等の政府間の連携を強化していく。

③ ７機体制確立以降の将来的な準天頂衛星システムについて、普及期から本格的な利用への移行
に向けて、バックアップ機能の導入による社会インフラとしての安定性・信頼性の向上や、先進的な
製品・サービスの提供に向け、周囲にビル等の障害物があるような場所でも利用しやすい高精度測
位サービスの実現といった、国内のユーザーからの要望に応えていく必要がある。測位サービスの安
定供給を目的としたバックアップ機能の強化や利用可能領域の拡大のため、７機体制から１１機
体制に向け、コスト縮減等を図りつつ、検討・開発に着手する。

④ 将来の準天頂衛星システムの技術開発及び開発整備にあたっては、初号機システム及び５～７号
機搭載ペイロード開発の成果や知見、次期測位技術の先行開発を行ってきた JAXA との連携協
力を更に強化拡大し、総合的なシステムとして効率的かつ着実に実施することが適切である。また、
海外の技術動向や国内外のニーズを踏まえつつ、信頼性・機能性向上や抗たん性の強化等の測位
技術の高度化や、主要技術の国産化を戦略的かつ継続的に進めるため、関係省庁・機関、産学官
の協力を強化し推進する。

将来の準天頂衛星システムにはユーザからのフィードバックが重要
＊欧州ではESAとEUSPAの両輪があってGALILEOが進化
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事務連絡：関連情報
宇宙基本計画工程表：衛星測位に関わる主なポイント（続き）
https://www8.cao.go.jp/space/plan/plan2/kaitei_fy05/kouteihyou_fy05.pdf

【宇宙安全保障のための宇宙システム利用の抜本的拡大⑤-衛星測位機能の強化】
① 同盟国との協力により高い抗たん性を有する衛星測位機能を担保しつつ、自律測位の

観点から準天頂衛星システムの機能性や信頼性を高め、衛星測位機能を強化する。
② 準天頂衛星システムについて、７機体制から１１機体制に向け、コスト縮減等を図りつ

つ、検討・開発に着手する。
③ 欧米における政策・研究開発動向を見据えつつ、将来システム検討及び研究開発を進

める。
④ 防衛省及び海上保安庁は、準天頂衛星を含む複数の測位信号の受信機の導入を推

進する。
⑤ 宇宙空間での測位信号の活用について検討を進める

https://www8.cao.go.jp/space/plan/plan2/kaitei_fy05/kouteihyou_fy05.pdf
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事務連絡：関連情報
（２）第13回QBIC総会（6月20日）

-QBICは今年度にて満了を決定

第13回QBIC総会（6月20日）総会資料より



5海外展開WG

事務連絡：関連情報

第13回QBIC総会（6月20日）総会資料より

（２）第13回QBIC総会（6月20日）
-海外展開WG活動計画
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事務連絡：関連情報
（３）Galileo HAS Days
https://www.euspa.europa.eu/newsroom/news/join-us-first-galileo-has-
days

今年初めにスタートしたガリレオ高精度サービス（HAS）のユーザ集会

宇宙空間での利用（Beyond Gravity）、
スマホでの利用（Google）など興味深いト
ピックあり。

https://www.euspa.europa.eu/newsroom/news/join-us-first-galileo-has-days
https://www.euspa.europa.eu/newsroom/news/join-us-first-galileo-has-days
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